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普通科 年 藤原光希 木曽町中学

私が出場したのは個人戦であり、同じ立ちに入ると言
ってもあくまで個であると思っていました。しかし、
射場に入る前に同じ立ちの人にお願いしますと会釈さ
れ、はっとしました。弓での敵は自身の心であり性格
は射に現れる、正射の前提として人格を磨き互いに親
しみ礼節を重んじる事が大切であると。日々の稽古・
生活において自身を研磨し正射を探求して行きます。

青峰高校で日頃から行っている感染症対策を一部ご紹介します。

・換気

先生が毎時間、授業終了時に窓を開けて換気をしています。委員も手伝います。

・マスクの着用

各教室にマスクの箱があり全員がマスクをするようにしています。

・消毒

普段みんながよく触れるところを掃除の時に消毒しています。

上記以外にも毎朝の健康チェックや、部活動ごとでの対策をしながら学校生活を送っています。

 

青峰で行っている感染症対策
保健委員長 インテリア科 年 原若菜 楢川中学

理数科課題研究 中間発表 

理数科 年 中島菜緒 開田中学

昨年末、理数科課題研究中間発表がありました。今年は休校の影響もあり
限られた時間の中で研究を進めてきました。チームで研究しそれを人の前
で発表するという体験は私にとって初めてでした。どのように発表すれば、
研究内容を全く知らない人に、伝えたいことを伝えられるか考えることが
大変でした。私の班は県の予選でも発表があるので精一杯頑張って発表し
ていきたいです。

木曽青峰高校

陸上部 
普通科 年 菅野美月 大桑中学

陸上部は新人戦で県大会に 名出場し、 名が北信越大
会に臨みました。選手は自分と、そしてライバルとの
闘いに燃え、又、仲間の優しさ心底感じ、各々が一段
と成長できた大会であったと思います。今後も顧問の
ご指導の下、選手 名とマネージャー 名の計 名が部
活動を通して仲間と繋がる絆と輝く笑顔を大切にしつ
つ、結果を求めて全員で歩み続けたいと思います。

理数科課題研究発表会 

理数科課題研究発表 理数科 年 鈴木朝日 開田中学

先日、課題研究発表会がありました。私たちの班は「ハニカム構造頂上
決戦」というテーマで、三角柱や五角柱などの図形が集合した模型を作
成し、その模型に負荷をかけどの模型が一番強いのか研究しました。今
年度は学校が始まるのが遅かった為、実験をする時間が少なかったので
すが、班のメンバーと協力して発表会になんとか間に合わせることがで
きたのでよかったです。

１０月２３日（金）秋季防災訓練
避難訓練の後、救急救命講習を実施し
ました。木曽消防署員による講習に真
剣に取り組んでいました。

ロゴ作成 理想の家コンテスト 

１０月３０日（金）遠足・芸術鑑賞

レザンホールでの音楽鑑賞を予定していた芸術鑑賞と、６月に
予定していた遠足がコロナの影響で中止となり、２つの行事の
代替として松本市美術館で“ミュシャ”展を鑑賞後、縄手通り
散策、松本城見学に行ってきました。美術館では素晴らしい作
品と感染防止対策のため間隔を空けての観覧で時間が足りない
ほどでした。秋晴れの下、楽しい一日を過ごしました。

定時制

インテリア科３年 赤堀はな 日義中卒

私は理想の家を描くコンペベストチームパンクティスト
の空を飛ぶ海賊船を描きました。気合を入れて、細部ま
で気を抜かず作業に取り組んだ結果が実り、奨励賞を頂
くことができました。今回の課題以外でも感じました
が、自分の努力次第で成果を得ることができることを知
りました。努力を続けてよかったと思いました。

インテリア科３年 原 真大 大桑中卒

今回ロゴデザインをさせて頂くにあたって企業名の見
やすさと、ターゲットを絞らないデザインをコンセプト
にロゴデザインを制作しました。また、巴御前を取り入
れたデザインという事だったので、デフォルメした巴御
前が持つ消火器から、三つ巴というマークの一部の形を
した泡が吹き出しているデザインにしました。良いデザ
インに仕上げられたと思うので良かったです。

スクールマガジンを通じて本校の様子を中学生及び地域の皆様に紹介させていただきたいと思います。

また本校のウェブサイトも合わせてご覧いただければ幸いです。

◆木曽青峰高等学校教務室 ◆ご意見・ご質問は下記までお寄せください。

専門科課題研究発表会 

森林環境科 日義中卒 征矢野 凌生

今年度の森林環境科課題研究は、コロナ
ウイルスの影響によって活動が制限され
てしまいました。なので、少ない授業数と
限られた範囲の中で行った活動は、どの
グループも大変で納得がいかない部分が
多々あったと思います。そんな大変な中
で発表会が行われました。自分は、発表会
自体が少し不安でした。また、今年はウィ
ークリー木曽でテレビ放映されると聞い
ててさらに緊張しました。発表は、どのグ
ループもあの短い期間で凄い完成度の高
い内容と発表で驚きましたし、感心しま
した。結果的に発表会は、大成功に終わっ
たと思います。来年度は、早期のコロナウ
イルス終息を願って後輩には、更なる課
題研究を作ってほしいと思います。

インテリア科 木曽町中卒 青木 遥香

自分達でどんな課題を研究していきたいか選び、グループごとに
研究をしていきました。今年は新型コロナウイルスの流行により、
学校が休校してしまい、課題研究の始まりが遅くなってしまいま
した。ですが皆、毎回の授業に集中して取り組み、研究しました。
使う人のことを考えながら製作し、インテリア科らしい課題研究
でした。どの発表も何を課題として、どんな風に研究してきたかが
分かりやすく説明されており、聞いていて楽しかったです。


